
 



さて、皆さんにクイズです。 

 ある学校で、お客様が校内を見学されたとき、学校の中のある場所

を見て「この学校の子どもたちは、きっと優しい子どもたちですね。」

と言われたそうです。 

 さあ、お客様は学校の中のどの場所を見て「この学校の子どもたち

は、きっと優しい子どもたちですね。」と断言したのでしょう。 

・・・答えは「トイレ」です。そのお客様に理由を尋ねると、「だっ

て、トイレの床がおしっこで汚れてないでしょ。便器もきれいです。

トイレットペーパーも散らばっていません。手洗い場のハンドソープ

の容器もきちんと並んでいます。トイレがきれいなのは、次に使う人

のことを考えて使っている証拠です。次の人のことを考えられるの

は、子どもたちの心も整っていて優しい子が多い学校です。」と言われ

たそうです。 

 勉強の様子を見なくても、休み時間の様子を見なくても、トイレを

見るだけで、その学校の子どもたちのことがわかると言われたので



す。トイレは、自分だけが使う場所ではありません。次に使う人が必

ずいます。 

 便器にはちゃんと座って、汚さないようにすること。もし、汚して

も自分で拭いてきれいにしておくこと。水を流すこと。おしっこやう

んちがちゃんと流れたか確かめること。トイレットペーパーがちぎれ

て散らばってしまったら、すぐに拾うこと。 

 ほんの少しの心遣いと行動の違いで、次の人が気持ちよく使うこと

ができます。そして、いつも掃除をしてくれている人がいるというこ

とも忘れないでください。 

トイレを使う様子は、他の人がのぞいて見ることはできません。見

えないから、汚く使ってもいいのか、見えないからこそ、きれいに使

うのか、人間の価値はこんなところで決まります。トイレを大切に使

うことは、人を大切にすることです。 

校長先生は「この学校のトイレは気持ちが

いいですね。」と言われる学校にしたいです。 

今日からトイレを出る前に、一度、振り返

ってみてください。「次の人が気持ちよく使え

るかな。」「掃除してくれる人が嫌な気分にな

らないかな。」  

 ２学期からは、そんなふうに考えながらト

イレを使ってほしいと思います。枚方一きれ

いなトイレの学校、めざしましょう。 







①充分な睡眠をとる 

②朝食をしっかり食べる 

③朝の健康観察（体調が思わしくないときは無理をして登校しない） 

④水筒の用意（多めにお茶やお水を入れてあげてください） 

⑤帽子をかぶる（帽子がないと、休み時間、外で遊べません） 

熱中症予防のためのお願い 




